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全国農泊ネットワーク宮城大崎大会を開催します

広報おおさき　令和3年 6月号広報おおさき　2021年 6月号

第3次
大崎市地域福祉計画を
策定しました

問 社会福祉課地域福祉担当　☎23-6012

　
地
域
福
祉
を
進
め
て
い
く
に

当
た
り
、定
期
的
に
進
捗
状
況

を
点
検
し
、施
策
の
検
討
、調

整
、見
直
し
を
行
い
ま
す
。市
民

や
関
係
機
関・
団
体
な
ど
か
ら

の
意
見
、提
言
を
計
画
に
反
映

さ
せ
、常
に
本
計
画
の
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
近
年
の
社
会
状
況
の
変
化
や
、

多
発
す
る
自
然
災
害
の
教
訓
、さ

ら
に
は
複
雑
化
す
る
新
た
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、第
3
次
大
崎

市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

関
係
す
る
計
画
の
整
合
性
を

図
り
施
策
す
べ
て
が
機
能
的

に
連
携

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、家
庭

や
地
域
の
相
互
扶
助
の
機
能
の

弱
体
化
や
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
行
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、高
齢
単
身
世
帯

の
増
加
、高
齢
者
の
社
会
的
孤

立
、障
が
い
者
へ
の
理
解
不
足

が
生
む
社
会
的
排
除
、そ
し
て

核
家
族
化
に
伴
う
子
育
て
不
安

　
本
市
で
最
も
上
位
に
位
置
す

る
計
画
が「
大
崎
市
総
合
計
画
」

で
す
。平
成
20
年
度
か
ら
第
1

期
と
な
る
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関

地
域
社
会
を
巡
る
社
会
福

祉
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る

　
基
本
理
念
と
と
も
に
、3
つ

の
基
本
目
標
に
取
り
組
み
ま

す
。

①
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

福
祉
の
推
進

②
地
域
で
相
互
に
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
の
推
進

③
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育

成・支
援

基
本
理
念

　「
地
域
の
絆
と
支
え
合
い

　
―
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ

　
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
・

　
お
お
さ
き
」の
実
現
へ

「
市
民・団
体・行
政
」相
互
の

信
頼
感
を
増
し
基
本
理
念
の

実
現
へ

わ
る
指
針
と
の
整
合・
連
携
を

確
保
し
な
が
ら
、地
域
福
祉
計

画
を
策
定・推
進
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、総
合
計

画
の
福
祉
分
野
で
策
定・
推
進

し
て
い
る
、福
祉
関
係
計
画
の

上
位
計
画
で
す
。理
念
お
よ
び

共
通
事
項
を
定
め
、関
係
す
る

計
画
と
、そ
の
内
容
を
踏
ま
え

て
、施
策
の
実
行
に
お
い
て
相

互
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。（
図

参
照
）

地
域
福
祉
活
動
計
画（
大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

大崎市
総合計画

地域福祉と関
係する計画

▶国土強靭化地
　域計画
▶地域防災計画
▶住生活基本計
　画
▶男女共同参画
　推進基本計画
▶母子保健計画

地域福祉計画

【一体的に策定する計画】
◎成年後見制度利用促進計画
◎地方再犯防止推進計画

理念・
共通事項

施策の実行
・連携

▶高齢者福祉計画・介護保
　険事業計画
▶障害者計画
▶障がい福祉計画・障がい
　児福祉計画
▶子ども・子育て支援事業
　計画
▶健康増進計画
▶自殺対策計画

福祉関係計画 の
増
大
に
よ
る
子
ど
も
の
虐

待
、自
殺
と
い
っ
た
深
刻
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
本
計
画
の
期
間
は
、令
和
3

年
度
か
ら
令
和
8
年
度
ま
で
の

6
年
間
で
す
。

≪関連するSDGsの目標≫
1 － 貧困をなくそう
3 － すべての人に健康と福祉を

10 － 人や国の不平等をなくそう
17 － パートナーシップで目標を達成
　　　しよう

SDGsは、誰一人
取り残さない、持
続可能でより良い
社会の実現を目指
す、世界共通の目
標です。

第 3次大崎市地域福祉計画を策定しました

　「農泊」をキーワードに、全国の地域資源を生かし、農
山漁村を元気にする取り組みを実践している人たちが
集まり、情報や意見の交換を通じ、交流とネットワーク
づくりを目的に開催します。
　水田農業が支える暮らしと文化、生物多様性の仕組み
が、世界的な価値として認められた世界農業遺産「大崎
耕土」を知ってもらう機会です。
　大会開催により、さらに大崎耕土の豊かな地域資源
を、農泊やグリーン・ツーリズムに反映し、実践していき
ます。

開催日　9月4日㈯、5日㈰
会場　岩出山文化会館
内容　9月4日㈯：アトラクション、総合討論
        9月5日㈰：テーマ別分科会など
※分科会（6分科会）は大崎地域内の各会場で行います。

参加費（資料代含む）　2日間参加：3,000円（いずれかの
1日のみ参加2,000円）、オンライン参加：2,000円
申込期間　6月28日㈪～7月30日㈮
※申し込み方法など、詳しくは市ウェブサイトでお知ら

せします。
その他　オンライン参加など、新型コロナウイルス感染
症感染防止対策を徹底し開催します。　

問 世界農業遺産推進課企画調整担当　☎23-2281

第1回全国農泊ネットワーク
　宮城大崎大会を開催します

整合・連携

支
援・連
携

連
携

◀
図 

上
位
計
画
、関
係
す
る
計
画
と
の
整
合・連
携

　農泊とは、農山漁村地域に宿泊し
ながら、滞在中に地域資源を活用し
た体験や食事などを楽しむ「農山漁
村滞在型」の旅行のことです。
　全国でさまざまな宿泊の受け入
れや、体験プログラムが提供されて
います。

「
農
泊
」

農泊（農山漁村滞在型旅行）

ホテル・旅館

廃校を活用し
た宿泊施設（簡
易宿所など）

民泊

農家民泊・
古民家ステイ
（簡易宿所など）

郷土料理

外部料理人の
アイデアを加
え た 創 作 メ
ニュー

農家レストラン

農業体験
サイクリング 景観

自然公園・
トレッキング文化財 魚市場

体験

宿泊 食事
滞 在 中 に
楽しむ

①直売所のみだと…
　　滞在時間：短→「通過型観光」

②宿泊を加えると…
　　滞在時間：長→「滞在型観光」

利益は限定的

地域全体に利益

直売所 宿泊
施設

直売所 都市部
ホテル

その他
施設

田植え体験


